三月の短歌


開花日を競ふ予報士に吾の予報　　　　　　岩本ひろこ
　　　重ねて待ちぬあたご山の桜


待望の久多美大橋渡り初め　　　　　　　　岡　恵美子
　　　夢のごとしと喜びにわく


一枝を紅に咲かせる梅ありて　　　　　　　山﨑　幸代
　　　〝思いのまま〟とふ小さき花房


久多美橋竣工祝赤飯を　　　　　　　　　　原　　敬子
[bookmark: _GoBack]　　　友らと作るは三百食余

